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自

著者らは，不耕起法による草地造成，簡易法による草地更新あるいは環境不良地の緑化などの改善され

た立毛 (Stand) の確立法として，牧草類のペレッ卜種子の実用化について究明中である2~7) 。

引き続き，本報では植物生理活性物質であるジベレリンおよびカイネチンの添加がペレッ卜種子の出芽

および初期生育におよぽす影響について検討したので，その概要を報告する。

材料および方法

実験場所は，本学構内の温室において行なった。実験期間は， 1988年9月5日より10月14日までの40

日聞にわたり行なった。供試牧草は，オーチヤードグラス(品種:オカミドリ)を用いた。植物生理活性

物質はジベレリンおよびカイネチンを使用し，処理は，濃度別に対照区(無添加区)， 0.1 ppm区， 0.2ppm 

区， 0.5ppm区および1.Oppm区を設けた。造粒法は造粒剤 1kg (重粘土8009，ピートモス2009)に対し

て，牧草種子59およびアラビアゴム209を混合し，各濃度の植物生理活性物質液約600mtで適度の硬さ

に練り， 7問の簡で裏ごしにしてペレット状にした。供試容器は，縦45cmX横30cmX深さ12仰のプランタ

ーを用いた。供試土壌は，火山性土壌を使用した。肥料は 1プランターあたり， N 2 9 (硫安109) ， 

P20s 2 9 (過石109)およびK2029 (硫加 49)を施した。播種は， 1プランターあたり88粒を点播

した。潅水は， 1日1回2--3慨を散水して適度の土壌水分を保った。また，反復は3反復で行なった。

調査は， 26日聞にわたり出芽率を調べ，播種後26日目および40日目に 1ペレット種子中最も伸長の良好

な個体の草丈を測定した。また，播種後40日自にプランター別に掘取り，地上部および地下部に分けて生

草重を計算した。その後，通風乾燥機700Cで24時間乾燥したのち，乾物重を計量した。地上部および地下
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出芽率，初期生育とも適切な部の乾物重より T:R比を算出した。なお，対照区は管理上の不手際より，

結果は得られなかった。

果結

試験期間中の温室内の気温 Cc)表1.温室内の気温
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試験期間中における温室内の気温の推移は表1
月・日

のとおりである。最高日平均気温は25.5
0

C，最低

日平均気温は 16.8
0

Cであり，全期間中の月平均気

温は21.10Cであった。なお，気温の低下し始めた

10月7日より加温を開始した。

出芽率

植物生理活性物質の種類・濃度別におけるべレ

2. 

ジベレッ卜種子の出芽率は図 lのとおりである。

0.5ppm区〉対照区)0.2ppm区〉リン処理区では，

0.5ppm区，対照区1. Oppm区の順で高い値を示し，

と0.1ppm区との聞に 5%水準で有意差が認められ

た。

O.2ppm区〉対照区〉カイネチン処理区では，

0.5ppm区)0.1 ppm区)1. Oppm区の順で高い値を示

1. Oppm区と0.1 ppm区，0.2ppm区と 0.5ppm区，し，

の聞に 5%水準で有意差が認められた。

草丈の頻度分布

植物生理活性物質の種類・濃度別における草丈

3. 

の頻度分布は，図2および 3のとおりである。播

種後26日目の草丈の頻度分布は，種類別にみると，

カイネチン処理とも， おおむねジベレリン処理，

同じ高さでピークをなし， しかも正規分布の形状

カイネチン処理の各濃度とも，顕著な差は認められジベレリン処理，も類似していた。濃度別にみると，

なかった。

カイネチン処理ではジベレリン処理に比較して，播種後40日目の草丈の頻度分布は，種類別にみると，

ややぱらついていた。ややピークの高さも低く，

0.1 ppm区でややぱらついジベレリン処理は 0.5ppm区でおおむね正規分布をなしたが，濃度別にみると，

1. Oppm区ではばらついていた。

出芽および初期生育

播種後40日目の掘取り時における植物生理活性物質の種類・濃度別の出芽および初期生育は表2のとお

カイネチンの処理ではジベレリン処理に比較し

ていた。カイネチン処理では O.2ppm区で正規分布をなしたが，

4. 

りである。種類別にみると，大部分の調査項目において，
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て優る傾向にあった。

濃度別にみると，ジベレリン処理では，

伺Iジベレリン
市

60 

出芽総個体数および出芽ペレット数にお 山
員 50

いて， 0.5ppm区，対照区で多く， O. 1 ppm 羊訓
(%> ~ 

区で少ない値を示し，両者聞に 5%水準 潤

で有意差が認められた。ペレッ卜の出芽 ..20 

率において， 0.5ppm区，対照区および

0.2ppm区で高く， 0.1 ppm区で低い値を示

し，両者聞に 5決水準で有意差が認めら

れた。 1ペレットあたりの個体数におい

て，対照区， 0.5ppm区で多く， O. 1 ppm区

で少なかったが，有意差は認められなか

った。 1個体あたり生草重および乾物重

において， 0.5ppm区で多かったが有意差

は認められなかった。

伺I力イネチン

出回

霊且日
(%)一

泣 24 26 (日〉

.0-一対照区
J ム-lJ.1:s.也-!:s:-.企企D. @ー-KI 0・1
J'("- _ _，....ム--KI0.2

Aぷ説記諜報ロ--KI 0.5 4仰向武郎大 KI1.0 

一方，カイネチン処理では，出芽個体

数において 0.2ppm区で多く， 0.5ppm区で

少ない値を示し，両者聞に 5%水準で有

意差が認められた。出芽ペレット数およ

びペレットの出芽率において， 0.2ppm区

で優り， 0.1 ppm区， 1. 0 ppm区で劣る値を

示し，両者聞に 5%水準で有意差が認め

られた。 1ペレッ卜あたりの個体数にお

いて， 0.2ppm区， 1. Oppm区で多く， 0.5 

m区で少ない値を示し，両者聞に 5~ら水

準で有意差が認められた。 1個体あたり

の生草重および乾物重において，有意、差

が認められなかった。

12 14 16 18 20 包 24 26 (日〕

置床後日数

5. 生草重および乾物重

播種後40日目の掘取り時における植物

生理活性物質の種類・濃度別の生草重お

よび乾物重は，図4のとおりである。植

物生理活性物質生草重は，種類別にみる

と，カイネチン処理ではジベレリン処理

に比較して優る傾向にあった。濃度別に

みると，ジベレリン処理では地上部重，

図1. 植物生理活性物質の種類・濃度別の出芽率
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40rジペレリン
35 

0.5p同区，

1. Opprn区

0.2 0.5 pprn区と O.lp同区，

地下部重および合計重量とも，

0.2p同区，O.lpprn区，

の順で優り，

対照区，

羽

1. Opprn区との聞に 5%水準で有意即m区，
25 

差が認められた。カイネチン処理では地

上部重，地下部重および合計重量とも，

1.0 pprn区，対照区，

0.1 pprn区の順で優り， 0.2 pprn区と 0.1pprn 

区との聞に 5%水準で有意差が認められ

0.5 ppm区，0.2 pprn区，

た。

植物生理活性物質の乾物重は，種類別

。一一対照区
@ー-K 10.1 
ム--K 10.2 
ロー-K IO.5 
武a~_.・.. K 11.o 

岨(力イネチン

35 
カイネチン

処理ではジベレリン処理に比較して優る

にみると，生草重と同様に，

ジベレリン処理では

地上部重，地下部重および合計重量とも

傾向にあった。

濃度別にみると，

0.2 pprn区，

0.5 p同区と 0.1pp皿

0.1 pprn区，

1.0 pprn区の順で優り，

0.5 pprn区，対照区，

図3. 植物生理活性物質の種類・濃度別の草
丈頻度分布(播種後40日目)

1.0 pprn区との聞に 5%水

カイネ

区， 0.2 pprn区，

準で有意差が認められた。一方，

チン処理では地上部重，地下部重および

植物生理活性物質の種類・濃度別の出芽および初期生育

(播種後40日目)

沿寸土 出芽総個体数 出芽ベレット散 ベレットの出芽率 1ベレ、yト当りの 1ベレット当りの 1ベレット当りの(本) (個〉 (%) 個体数 (本〉 生草重 (g) 乾物重 (g) 

GA Oppm 105a 61a 68.74a 1.74 0.1 1 0.01 
0.1 ppm 69b 48b 54..16b 1.45 0.13 0.01 
0.2ppm 92ab 58ab 65.77 a 1.57 0.10 0.01 
0.5ppm 108a 63a 71.59a 1.69 0.14 0.02 
1.0ppm 89ab 55ab 62.49ab 1. 61 0.09 0.01 

ーーー『司ーーーーーーーー-_--ーーー ーーーーーーー_----・・ -----ー司圃--ーーー-- ーーーーーーーーーーーー・・ーーーー ーーーーーーーーーー---ーーーー ーーーーーー----ー----ーー ーーー--司ーーーーーーー---・』

l.s.d 5% 34.48 9.82 1 1.38 NS NS NS 

表 2.

沿 11出芽総個体数 出芽ベレット数 ベレットの出芽率 1ベレット当りの 1ベレット当りの 1ベレ、yト当りの〈本〉 (個〉 (%) 個体数 (本) 生草重 (g) 乾物重 (g) 

K 1 Oppm 105ab 61ab 68.74ab 1.74ab 0.1 1 0.01 
0.1 ppm 101 a b 57b 65.15b 1.77ab 0.09 0.01 
0.2ppm 121 a 67a 76.51 a 1.80 a 0.16 0.01 
0.5ppm 97b 62ab 70.07ab 1.56b 0.16 0.01 
1.0ppm 101 a b 55b 62.87b 1.82 a 0.13 0.01 

ー・』ー・・ーー・ーーーーーーーーーー，ー ーーーーーー・・---ー・四 ーーー・・--ーーーー--ーーー ーーーーーーー-ーーー・・ーーーー， ----ーーーーーーーーーーーーー ーーーーーー圃ー圃--ーーーー-- ーーーー，司ーーーーーー司----

l.s.d 5% 21.92 9.32 10.60 0.17 NS NS 
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往)a、bの異なる文字の聞に有意差あり.
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1.0P仰区，

0.5 Ppm区，対照区， 0.1 ppm区の順で優っ

たが，有意差は認められなかった。

0.2 ppm区，合計重量とも，

T:R比6. 

播種後40日目の掘取り時における植物

生理活性物質の種類・濃度別の T:R比

は図5のとおりである。種類別にみると，

ジベレリン処理ではカイネチン処理に比

2 

0.5 ppm区を除き高い値を示した。

濃度別にみると，ジベレリン処理では

各処理濃度聞に顕著な差があったが，

較して，

区一
v

昨
蹴
切
亘

カ

しかイネチン処理では大差がなかった。

g 

/ 
フ.
フ
ン
?85 

し，生育良好であるジベ‘レリン処理の

0.5 ppm区とカイネチン処理の0.2ppm区は

考

最も低くしかっ類似した値を示した。

察

小西1)によれば，

図4. 植物生理活性物質の種類・濃度別の生
草重および乾物重

ジベレリンは，細胞

の伸長を促進するだけでなく，細胞分裂

も促進する。また，発芽促進，芽の休眠

打破，越冬性の l・2年草の開花促進，

。一一GA
ロー-KI 

5 
花芽の成熟促進，単為結果の誘導と果実

カ一方，生長の促進などの作用があり，

一ー口

4 
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T 
/ 
R 

イネチンは，細胞分裂を促進するほかに，

切り取った葉の老衰を防止し，果実生長

さらに不定芽の分化にと成熟に関係し，
2 L

F
u
 

t
↑
ι
 

重要な役割を果すと記している。

ジベレリンおよびカイこの観点から，

日

ネチンは，牧草のペレット種子の出芽お

1.日

図5. 植物生理活性物質の種類・濃度別の
T:R比

日.5日.2

ppm 

日.1日よび初期生育の促進効果を期待して供試

サイトカイ

した。

すでに，既報3)において，

ニン類・アミノ酸類抽出物質の添加が牧

草のペレット種子の出芽および初期生育

ジベレリンおよびカイネチンの添加がオーチヤードグ

カイネチンカミジベレリンよりラスのペレツト種子の出芽および初期生育におよぽす効果を検討した結果，

円
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を促進することを認めている。本実験においても，
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優り，かつ，カイネチンでは 0.2ppm濃度，ジベレリンでは 0.5ppm濃度でオーチヤードグラスの出芽および

初期生育に促進的効果があることが示唆された。
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